
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

日
刊
（
行
政
機
関
の
休
日
休
刊
）

〇

〇
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告

示

目

次

平成™˜年 月˜�日 木曜日 第œ˜œŸ号官 報

住
所
茨
城
県
牛
久
市
神
谷
６
丁
目
2
1番
地
４

玄
洪
道
昭
和
2
9年

1
2月

1
5日
生

徐
正
子
昭
和
3
1年

1
1月

2
6日
生

住
所
群
馬
県
前
橋
市
上
小
出
町
１
丁
目
1
7番
地
７

玄
哲
樹
昭
和
6
3年
１
月
1
9日
生

住
所
千
葉
市
若
葉
区
小
倉
台
４
丁
目
３
番
1
2
`
4
0
4号

ナ
ン
シ
ー
・
ブ
ル
ゴ
ス
・
ヨ
シ
ザ
ワ
昭
和
4
2年
６
月

1
3日
生

ヒ
ロ
・
ブ
ル
ゴ
ス
平
成
５
年
1
2月
９
日
生

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
三
十
三
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
七
日法

務
大
臣

森

英
介

住
所
群
馬
県
桐
生
市
堤
町
１
丁
目
１
番
1
5号

リ
ン
コ
ン
・
シ
ョ
ウ
ジ
・
ア
マ
ノ
昭
和
2
8年

1
2月

2
4

日
生
エ
リ
ザ
・
コ
ズ
マ
・
ア
マ
ノ
昭
和
3
6年
１
月
1
4日
生

ビ
ア
ン
カ
・
ミ
ユ
キ
・
ア
マ
ノ
平
成
元
年
６
月
2
6日

生
住
所
京
都
市
左
京
区
岩
倉
西
河
原
町
１
番
地

ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
・
マ
ユ
ミ
・
ア
マ
ノ
昭
和
6
3年
４
月
2
6

日
生

住
所
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
仲
町
１
丁
目
1
6番
１
号

李
和
子
昭
和
3
9年
１
月
1
0日
生

住
所
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
岸
町
６
丁
目
1
2番

1
4号

金
有
香
昭
和
5
1年
３
月
2
1日
生

住
所
埼
玉
県
幸
手
市
大
字
千
塚
9
9
7番
地
1
2

金
鐘
得
昭
和
2
2年
１
月
2
2日
生

李
明
子
昭
和
2
1年

1
0月

2
7日
生

住
所
東
京
都
世
田
谷
区
桜
丘
３
丁
目
3
3番

3
2号

鄭
秉
律
昭
和
2
6年
９
月
2
4日
生

住
所
東
京
都
墨
田
区
東
向
島
６
丁
目
4
2番

1
0
`
2
0
3号

ラ
ビ
エ
ー
・
フ
ク
ダ
昭
和
3
1年
１
月
2
4日
生

住
所
東
京
都
練
馬
区
貫
井
２
丁
目
2
4番
２
`
6
0
5号

李
雲
成
昭
和
6
3年
３
月
８
日
生

住
所
東
京
都
文
京
区
本
駒
込
４
丁
目
1
7番

1
1
`
1
0
8号

金
京
美
昭
和
4
4年

1
0月

2
9日
生

住
所
東
京
都
港
区
白
金
２
丁
目
１
番
3
1号

金
榮
»
昭
和
3
9年
１
月
2
2日
生

住
所
千
葉
県
船
橋
市
若
松
２
丁
目
４
番
５
`
2
0
7号

李
洪
浜
昭
和
4
2年
９
月
2
6日
生

〔
告

示
〕

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
法
務
四
三
三
）

J

〇
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
政
府
に
対
す
る
贈
与
に

関
す
る
日
本
国
政
府
と
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ

政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件

（
外
務
四
八
一
）

K

〇
円
借
款
の
支
出
期
間
の
延
長
に
関
す
る
日

本
国
政
府
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
政
府

と
の
間
の
口
上
書
の
交
換
に
関
す
る
件

（
同
四
八
二
）

〇
国
立
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
修
復
室
機
材
及
び

視
聴
覚
機
材
整
備
計
画
の
た
め
の
贈
与
に

関
す
る
日
本
国
政
府
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和

国
政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る

件
（
同
四
八
三
）

〇
返
納
を
命
じ
た
旅
券
を
無
効
と
す
る
件

（
同
四
八
四
）

L

〇
食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の
高
度
化
に
関

す
る
臨
時
措
置
法
第
十
七
条
の
規
定
に
基

づ
く
指
定
認
定
機
関
の
事
務
所
の
所
在
地

の
変
更
の
件（
厚
生
労
働
・
農
林
水
産
四
）

〇
地
す
べ
り
防
止
区
域
を
指
定
す
る
件

（
農
林
水
産
一
三
三
九
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（
同
一
三
四
〇
〜
一
三
四
七
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
件

（
同
一
三
四
八
）

M

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件

（
同
一
三
四
九
〜
一
三
五
三
）

M

〇
種
苗
法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
品
種
登
録
出
願
を
取
り
下
げ
た
件

（
同
一
三
五
四
）

N

〇
高
速
自
動
車
国
道
に
関
す
る
件

（
国
土
交
通
一
〇
〇
九
）

O

〇
船
舶
安
全
法
第
六
条
ノ
四
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
型
式
承
認
を
し
た
件

（
同
一
〇
一
〇
、
一
〇
一
一
）

〇
耐
空
検
査
員
の
証
を
無
効
と
し
た
件

（
同
一
〇
一
二
）

〇
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る

法
律
の
規
定
に
よ
り
登
録
建
築
物
調
査
機

関
を
登
録
し
た
件

（
中
部
地
方
整
備
局
一
二
二
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
沖
縄
総
合
事
務
局
三
一
、
三
二
）

〔
国
会
事
項
〕

P

〔
人
事
異
動
〕

環
境
省

最
高
裁
判
所

P

〔
皇
室
事
項
〕

Q

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

貸
金
業
法
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
日
本
貸
金
業
協
会
か
ら
の
届
出
に
関
す
る

公
示
に
つ
い
て
（
金
融
庁
）

Q

労

働

争
議
行
為
の
通
知
の
公
表
に
つ
い
て

（
厚
生
労
働
省
）

R

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
告
示

（
埼
玉
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
一
、
京
都
同

一
、
奈
良
同
一
）

公
聴
会

一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の
変
更
の
認
可
に
係
る

公
聴
会
の
開
催
（
関
東
経
済
産
業
局
）

J
I

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁財

団
関
係

J
I

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
破
産
、免
責
、

再
生
関
係

特
殊
法
人
等

防
衛
省
共
済
組
合
定
款
の
一
部
変
更
関
係

L
I

会
社
そ
の
他

˜
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